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「シンポジュームr産業 と地域社会」」 牧野 由朗
「豊川用水の開通 と渥美農村の変容 一 中間報告〔1}一」




「ラテン語 における家 を意味 する語について」 堀井令以知
〔愛知大学公開講座〕1982年6月 愛知大掌記念会館








「鴎外の諦念一 日本近代化への道程」 黒柳 孝夫
〔袋井市文化顕彰会〕1982年8月19日 袋井市役所
「袋井市三山の歴史 と庶民 との関わ り合いについて」 鈴木 泰山
〔第17回むら研究会〕1982年8月28日 同志社大学
「近郊豊村 における社会変動」 黒柳 晴夫
〔日本民俗学会〕1982年9月11,12日 遠野市民会館
「茶碗の系譜 について」 松下 智
〔日本民俗学会〕1982年9月12日 遠野市民会館
「柳田国男先生 の民俗学教本構想」 千葉 徳爾
1
現 地 調 査
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〔日本社会学会大会X55回〕1982年10月9日 神戸大掌
「豊川用水の開通 と渥美農村の変容 一 中間報告② 一 」




「西オース トラリアの水事情」 宮沢 哲男
〔日本民族学会〕1982年10月15,16日 滋恵医大




















「中世における社寺 と戦場 一 南関東 を例 として一 」 千葉 徳爾
〔愛知大学浜松公開講座〕1982年11月27日 浜松市民会館
「秋葉信仰 と秋葉道」 渡辺 和敏
〔日本民俗学会34回大会〕1982年11月 遠野市市民 センター
























































































































































参加者 田崎哲郎所員外遠藤正治氏,中 川桂一氏,大 桑酉久氏
田中康弘氏.名 古屋大学生1名
〔諸藩旧蔵和書の研究〕









































































































































































〔歌川学,福 田以久生,沢 井耐三,渡 辺和敏所員,村 長利根朗教授外史
学科学生〕
「中世文書の解読 と研究{続百合文書)」於研究館,毎 週水曜 日
〔三河民俗談話会〕毎月第三土曜日午後fr記 念会館,
参加者 佐野賢治,松 下智所員,愛 知大学生5名,学 外教員,学
生,主 婦等{総 会員60名位)
〔沓掛後夫所員〕
「近幾地方および三河地方領家帯のはんれい岩体・『領家帯の岩石学
的研究」」総合研究,1982年3月
〔藤田佳久所員〕
9
「天然水の水質からみた山崩れの地球化学的研究一静岡県竜山村 に
おける山地崩壊のケース ・スタディー 『水一岩石相互作用に関する
地球化学的研究1」(共著)総 合研究,1982年3月
〔牧野由朗所員〕(共同研究代表者)
〔渡辺正所員〕(共同研究者)
〔交野正芳所員〕〔共同研究者)
〔黒柳晴夫所員〕{共同研究者}
外共同研究者として慶応大学坂井達朗助教授
「豊川用水の開通にともな う渥美地方の農業生産の展開 と地域社会
の変容」一般研究,1982年3月
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